
 

 

[重点施策Ⅱ] 水産業集積地域，漁業拠点の再編整備 

（１）漁港・漁村 【ｐ２８－３２】 

①漁港の本格復旧工事 

漁港では平成２３年１２月から本格復旧工事が進められています。平成２９年３月

末現在，県管理漁港２７港及び市町管理漁港１１２港の全てで本格復旧工事に着手し

ており，災害査定件数ベースの着手率は県全体で９３％（うち県管理漁港９１％，市

町管理漁港９４％）となっています。  

壊滅的な被害を受けた各漁港の早期復旧は，本県水産業の復興にとって不可欠であ

ることから，全漁港の全施設を一日でも早く使用できるよう復旧工事を進めています。 

 

②高度衛生管理型荷さばき所の整備 

震災前に全国第２位の漁業生産量を誇り，宮城の水産業を支えた５つの主要魚市場は，

東日本大震災に伴う大津波により大きな被災を受けました。  

現在，早急な漁港機能の回復を図るべく，漁港施設の災害復旧の進捗とあわせ，全国的

な水産物の生産・流通の拠点として，国民に安全安心な水産物を提供するため，高度な衛

生管理に対応した荷さばき所を一体的に整備するとともに，海外への輸出を視野に入れた

施設整備や，荷さばき後の水産物を効率的に搬出するためのトラックヤード及び臨港道路

の整備を進めていきます。 

平成２８年度は，志津川漁港荷さばき所が全面供用された他，塩釜漁港及び女川漁

港の部分供用が開始されました。また，塩釜漁港と女川漁港，気仙漁港において，荷

さばき所の建築工事を推進しました。  

 

③漁港施設用地の嵩上げ工事 

荷さばき所や漁港背後の水産加工団地など，県が管理する漁港施設用地の嵩上げ及

び排水対策は，災害復旧事業と併せて平成２３年１１月から各種工事を実施していま

す。  

県管理の漁港施設用地については，平成２８年度までに，嵩上げが必要となる２５

漁港のうち２４漁港において工事に着手（着手率９６％）し，市町管理の漁港施設用

地についても，９７漁港のうち９４漁港において工事に着手（着手率９７％）してい

ます。  

また，水産加工団地などの民地については，閖上漁港，石巻漁港及び気仙沼漁港の

水産加工団地の嵩上げ工事が完了しています。女川漁港水産加工団地の第１期地区に

ついては９８％の嵩上げが完了，第２期地区については７１％の嵩上げが完了し，団

地内に１１企業の立地が内定しています。  

 

④漁港海岸の防潮堤における災害復旧工事及び新設工事 

東日本大震災による被災を受け，本県では，漁港海岸の防潮堤を整備し，比較的発

生頻度の高い津波（L1 津波）から人命及び財産などを防護することとしています。  

県管理の防潮堤工事に際し，地元との合意状況は５９地区中５６地区で合意し合意
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率は９５％，工事着手は５９地区中５０地区で着手し，着手率は８５％となっていま

す（平成２９年３月末現在）。一方，防潮堤計画については，高さや整備位置，景観

に対する要望が出されるなど，未だ合意に至っていない地区があります。  

今後，防潮堤計画に合意が得られていない地区については，防潮堤の必要性に加え，

まちづくりとの調整や環境への配慮などについて丁寧な説明を心がけ，住民の合意を

得ることに努めていきます。  

また，合意を得られた地区については，詳細設計や用地買収を進め，順次工事着手

に努めていきます。  

 

 

主な事業  

課   名 
事業費（千円） 

［決算額] 
事    業    名 

水産業基盤整備課 

漁 港 復 興 推 進 室 
32,501,969 

水産基盤整備災害復旧費（再掲） 

漁港施設機能強化事業費（再掲） 

海岸保全施設整備事業費（再掲） 

広域漁港整備事業 

※過年度繰越がある場合は過年度繰越を含む金額を記載しています。 
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－主な取組－  

①   漁港復旧の取組について 

 

１ 漁港の災害復旧 

 東日本大震災により県内にある１４２漁港はその全てが被災したことから，被災した漁

港施設などは，公共土木施設災害復旧事業費国庫負担法に基づき復旧のための費用を国に

申請し，水産庁及び財務省による現地査定を受け，決定（災害査定は平成２３年７月～ 

２４年１月）しました。その後，平成２６年７月７日（３週間），平成２７年６月２２日

（４週間）に再調査が行われ，査定決定額を下表のように見直しています。 

 

 また，壊滅的な被害を受けた各漁港の早期復旧は，本県水産業の復興にとって不可欠で

あることから，全漁港を一日でも早く使用できるよう復旧事業を着実に進めています。  

  

２ 漁港施設の復旧状況 

漁港施設の復旧工事は震災直後から応急工事に着手し，平成２３年１２月から本復旧工事

を進めています。 

復旧状況は，平成２９年３月末現在で，県管理漁港２７港全てに着手し，市町管理漁

港でも，河川災害で復旧する２港（東松島市：野蒜漁港，松島町：高木漁港）と漁港施

設の災害復旧を行わない１港（仙台市：深沼漁港）を除いた１１２港全てで着手してい

ます。 

災害査定件数ベースの着手率は，県管理漁港では９１％，市町管理漁港では９４％で

あり，県全体では９３％となっています。完成率は県が６８％，市町が６８％，県市町

合わせて６８％となっています。 

 
また，漁業活動に必要な物揚場などの係留施設の復旧延長は県と市町の合計で全延長

４７．９ｋｍあり，平成２９年３月末現在３９．８ｋｍが完成し，８３％まで復旧して

おり，漁業活動に支障を来たさないまでになっています。 

年度別の漁港災害復旧完了（漁港単位）数については，平成２７年度までに寄磯，狐崎，

桃ノ浦，日門，泊（歌津），網地，福貴浦の７港が完了しており，平成２８年度においては

小鯖，鮪立，志津川，仁斗田，荒浜の５港が概成しました。  

今後は，復旧ロードマップに基づき着実に施設の復旧を進めるため，地元の漁港利用者と

の調整を行い適切な工程管理を実施して復旧工事を進めます。 

       

 （漁港復興推進室） 

県管理 612 件 1,905 億円 1,166 億円 739 億円

市町管理 825 件 1,589 億円 644 億円 945 億円

計 1,437 件 3,494 億円 1,810 億円 1,684 億円

（平成29年3月末）◆災害復旧費

漁港施設 海岸保全施設

左　の　内　訳
管理者別 決定額災害件数

◆平成28年度の漁港施設災害復旧の進捗

管理者別

県管理 551 件 501 件 91 ％ 376 件 68 ％

市町管理 749 件 705 件 94 ％ 509 件 68 ％

計 1,300 件 1,206 件 93 ％ 885 件 68 ％

（平成29年3月末）

査定件数 着手件数 着手率 完成件数 完成率

漁港施設

県管理 7 港 5 港 12 港 3 港 27 港

累計 7 港 12 港 24 港 27 港

◆年度別の漁港施設災害復旧完了（漁港単位）一覧表

計

（平成29年3月末）

平成27年度
まで完了

平成28年度
完了

平成29年度
完了予定

平成30年度
完了予定
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３ 漁港施設の完成状況 

 

 

荒

浜

漁

港

完

成  

  

 

志

津

川

漁

港

完

成    

 

石

巻

漁

港

 

桟

橋

完

成  

  

 

４ 漁港の復旧ロードマップ 

県管理の２７漁港の災害復旧工事については，漁港施設及び海岸保全施設の復旧ロ

ードマップをホームページで公表しています。 

（http://www.pref.miyagi.jp/soshiki/gyofuku/gyokouhukkyu.html） 

 

（漁港復興推進室） 

着手前 完 成 

完 成 

完 成 

着手前 

着手前 
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（漁港復興推進室） 
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                          （漁港復興推進室） 
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－主な取組－  

②高度衛生管理型荷さばき所の整備について（南三陸町） 

１ 南三陸町地方卸売市場 

 東日本大震災とその津波により，南三陸町地方卸売市場は甚大な被害を受けましたが，

その後，平成２３年１０月には水産業共同利用施設復旧支援事業や（公財）ヤマト福祉財

団からの助成金を活用し，仮設市場の供用を開始しました。 

震災前の南三陸町地方卸売市場は，県管理漁港である志津川漁港（第２種漁港）内にあり，年間約

９，０００トン，水揚げ金額約１７億円の水揚げがありました。市場の再生にあたっては，これまで

の水揚げ実績の維持を前提とし，食品衛生管理の標準規格であるＨＡＣＣＰに対応可能な高度衛生管

理型の施設で復旧することになりました。 

新たな南三陸町地方卸売市場は，高度衛生管理に対応した魚市場を復興交付金の水産業

共同利用施設復興整備事業，岸壁屋根部分を水産流通基盤整備事業で整備し，平成２７年

２月に建設工事の発注を行い，平成２８年６月１日に完成，落成式を行い，同日に初セリ

が行われました。 

 ○南三陸町地方卸売市場の事業概要 

（１）事業名称 復興交付金事業（C-7-3) 卸売施設復興事業 

補助事業名：水産物供給基盤整備事業費補助（水産流通基盤整備事業）  

 （２）事業主体 南三陸町（間接補助） 

 （３）建物概要 市場敷地 Ａ＝１４，９５１．７７㎡                       

         建築面積 ５，３１８．８３㎡          

         地上２階，地下１階               

 （４）総事業費           ２３億円              

     荷捌き施設 復興交付金   １４億円 

           水産基盤整備事業 ９億円 

 （５）施行期間 平成２４年度～平成２８年度 

○これまでの経過 

平成２３年１０月 仮設荷さばき所で再開開始（水産業共同利用施設復旧事業） 

平成２４年 ８月 調査設計（復興交付金事業（第３，４回申請）） 

平成２５年１２月 荷さばき所本体（復興交付金事業（第７回申請）） 

平成２６年 ４月 水産基盤整備事業国内示 

平成２７年 ２月 工事着工 

         荷さばき所本体 ： 復興交付金事業 

岸壁上屋    ： 水産基盤整備事業 

平成２８年 ５月末  工事完成 

平成２８年 ６月１日 落成式，初競り 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

      荷さばき所の被災状況       南三陸町地方卸売市場完成状況 

                        (水産業振興課・漁港復興推進室) 
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